
　　

今と未来のインタビュー
時代の立役者と
　　　　未来を担う若者
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パッチワークと散歩が趣味。

パッチワークサークル「もりの

くまさん」の代表を務める。

小俣さんは富良野市のご出身で、
４歳の時に旭川市へ引っ越し、高
校卒業後、自動車の販売や整備を
行う会社に就職しました。しかし
１年間働く中で、今後の人生につ
いて考えるきっかけがあり、その
時に「子どもに関わる仕事をした
い」と思い、旭川市内の短期大学
で２年間勉強をし、1978 年４月
から約 40 年間猿払村で保育士と
して務めました。

小俣さんはパッチワークが趣味
で、パッチワークサークル「もり
のくまさん」の代表を務めていま
す。今年はサークル誕生から 30
周年記念ということもあり、５月
に記念イベントも開催されまし
た。また、今は 11 月の文化祭に
向けて「開村 100 周年キルト」を
作成中であり、「手作りの良さを伝

えたいです」と話してくれました。

そんな小俣さんの猿払村の好きな
ところは、自然が豊かできれいな
ところだそうです。しかし、「ただ
ボーっと見ているだけではどんど
ん自然が破壊されていってしまう
ことを忘れずに、これまで、幾多
の困難の中、猿払村が再生した歴
史を忘れずに自然も守っていきた
い、守っていってほしいです」と
語ります。

最後に猿払村の未来を担う若者へ
向けて、「安全な方ばかりを選択せ
ずに、どんどん色々な行動をして
ほしいです。時に失敗することも
あると思いますが、失敗は成長の
糧になりますので、くじけずに頑
張ってほしいです」とエールを送
りました。

失敗は成長の糧、くじけずに頑張ってほしい
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拓心中学校３年生。

ポケモン GO をやりながら

散歩をするのが日課となっ

ている。

竹田さんは中学校生活において、
物事を冷静に考え、常に問題を起
こさないように心がけているとの
こと。学業においては、「今までは
家で勉強をしなくてもいいように
学校でしっかりと勉強することに
していましたが、受験生というこ
ともあり、これからは家でも勉強
をするようにしたいです」と、家
庭と学校での勉強を両立させるこ
とを決意しました。

中学校に進学し、新たな友達と出
会う機会が増えてからは、自分と
違う性格の人たちと上手にコミュ
ニケーションをとる術を身につけ
ました。

学校生活で一番思い出に残ってい
ることは「修学旅行」とのこと。
絶叫系のアトラクションは得意で

はありませんが、先生と一緒に乗
り「挑戦したけれど、やっぱり苦
手だった」と貴重な思い出になっ
たと話してくれました。また、川
下りを楽しむアウトドアアクティ
ビティのラフティングはとても楽
しかったとのことです。

人混みが苦手で、静かな場所が好
きだという竹田さんにとって、猿
払村は人が少なく過ごしやすくて
好きだと語ります。ただ、どこへ
行くにも時間がかかり、不便な交
通に不満を感じることもあります。

将来の夢はまだありませんが、高
校生活で新たな興味を見つけて、
将来の方向性を模索していくと
語ってくれました。

将来の夢をこれから模索していきたい
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アイルランドの国民的人気スポーツ

　みなさんは「ゲーリックフッ

トボール」や「ハーリング」と

いうスポーツを知っています

か？私の母国アイルランドの国

技で、国民的人気スポーツです。

　９月 16・17 日にマレーシア

で行われたアジアゲーリック大

会に日本代表として出場し、ゲー

リックフットボールをしてきま

した。ゲーリックフットボール

とは、手も足も使えるサッカー

のようなスポーツです。女性の

代表チームは全員が日本人です

が、男性チームは色々な国の方

が集まりました。結果は、セミ

ファイナルで負けてしまいまし

たが、最後まで楽しい雰囲気で

プレイできました。大会で知り

合った方々とは今でも友達です。

　ゲーリックフットボールも好

きですが、私はハーリングも大

好きです。ハーリングの魅力は

スピード感。スティックでボー

ルを打撃した時、時速は 150 ㎞

に達することもあり、世界で一

番速いフィールドスポーツとい

われています。また、タックル

が認められているため、危険な

スポーツでもあります。私は、

５歳くらいからハーリングを始

めました。ハーリングをやるに

は、道具と広い場所が必要で、

日本ではなかなかできないた

め、最近は家で観戦することが

多いです。

　この記事をきっかけにアイル

ランドのスポーツに興味を持っ

ていただけたらうれしいです！

ALT
外国語指導助手（ALT）

マイキー

写真左がマイキー

　10月末、滝野すずらん丘陵公

園や定山渓温泉とその近くの豊

平峡ダムなど、北海道の有名な

観光地を巡る秋の旅に行ってき

ました。北海道は関東や九州な

どに比べて寒くなるのが早く、

秋の訪れも早いため、静岡県に

住んでいる友達が札幌に遊びに

来てくれました。

　札幌市内の木々はまだほとん

ど緑に覆われていましたが、郊

外や高山では葉が赤や黄色に色

づいていました。紅葉に彩られ

た雄大な山々を見たとき、言葉

が出ないほど感動しました！

　定山渓温泉観光地で楽しかっ

た素晴らしい体験の一つは、「お

んたまの湯」で温泉卵を作るこ

とでした。「おんたまの湯」は湯

つぼで、定山渓の 80度を超える

高温の源泉がそそがれているの

で、このお湯を利用して温泉卵

を作ることができます。20分ほ

どお湯に入れておくだけでおい

しい温泉卵ができあがるのを待

ちながら、近くの足湯に足を浸

しました。最高でした！

　約３年間に及ぶ新型コロナウ

イルスのパンデミックによる制

限がようやく解除され、日本は

観光を再開しました。そのため、

どこへ行っても多くの外国人観

光客によく出会いました。今で

は、駅は人であふれかえり、交

通量が多く、お店に長蛇の列が

できているのが普通の光景と

なっています。

北海道らしい美しい秋の景色を満喫！

国際交流員（CIR）

ニュン
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紅葉をバックに記念撮影




